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動 索アジア研究 7巻 2号 1969年 9月
東 南 ア ジ ア に お け る赤 色 土 壌 の類 別,








1.Dark Red and Reddish Brown Latosols(RBL), 2.Red Yellow Latosols
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(1) 粘土のケイ酸 ･アル ミナ比 (SiO2/A1203)が小 さい｡
(2) 粘土含量のわりに無機部分の塩基置換容量が小 さい｡

















これら二つの ラ トソルは,最近C/) FAO/UNESCO4)C/j世界 土壌図に おける 7ェラルソル
(Ferralsol),アメリカの'Jl類 5'におけるオキシソル (0Xisol)の申に.'Tめられる｡
3. 赤褐色ラテライ ト性 土壌











この土壌群は,もともとアメリカ合衆国東南部を typelocality として定義 されたもので
あり, Thorp&Smith7'によれば ｢よく発達した,排水良好な酸性の土壌群であって,有機
質のうすい A｡層と,有機,無機質の Al層の下に,淡色の漂白された A2 層をもち,さらに
その下には赤色,赤黄色ないし黄色の,より粘土質なB層を有する｡母材はいずれも多少とも
珪酸質である｣とされている｡この巾で他の土壌との比較で重要な点は,強い洗脱をうけた漂
白層 (A2) の存在と,粘土集積B層の存在であり,それぞれ赤褐色ラテライ ト性土壌およびラ
トソルとの分別特徴となる｡FÅo/UNESCO 世界土壌図の凡例では Acrisol,アメリカの分類
では Ultisolの主体をなす｡しかし熱帯の 赤黄色 ポ ドゾル 性土壌あるいは それと近縁の土壌
(たとえば,古い河岸段丘堆積物上にみられる灰色ポ ドゾル性土壌)の申には, 置換容量は低
いが,塩基飽和度が比較的高 く,FÅo/UNESCO方式の Luvisol,アメリカ分類方式の Alfisol
に含められるものもある｡























この群の土壌は,北ベ トナム9),南ベ トナム10',カンボジア11',タイ12),マレーシア (マラ





母岩 となるのは玄武岩が多いが,安両告,和服1･輝岩や塩基性の火両灰の場合 も知 られて
いる｡気候 もインドネシアでは 2,500-7,000mm の降水量をもつ 低標高地域とあるが,商ベ
トナムでは 700mm 以下の低降水量地域を除 くあらゆる気候条件下で生成するとされている｡







この土壌群の分布地域の現気候は,雨量 600mm か ら 3,000mm,乾期もほとんどない場合
から東北タイやセイロン北西部などのようにきわめて鋸許な,半年に及ぶ乾期のある場合まで
変異は人きい｡母材としては玄武岩のような塩基性岩だけでな く,セイロン,マラヤ,タイの
場合のように古 い 段丘堆漬物 (しか も苦土鉄鉱物含量は低い- マラヤ)上に発達するもの も
多い｡一般に排水のいい地形条件下で年成されるが,比較的排水の悪いところでは黄色味の強
い土壌となる｡














かし従来赤褐色ラテライ ト性土壌は,ラ トソルあるいは赤黄色ポ ドゾル性土壌ほど明確に定義
されておらず,上記以外の地域で類似の土壌が加茂されている場合にも,他の土壌に含められ























久県 :｢軒汚アジアにおける赤色 卜壌の賛甘利,分 化llLこ＼生 成
1,500mm 以上で粧 苦な乾期のないところに 多くみ られる｡ セイロンの場合17',低地では 2,000
mm 以上の降雨 と,年 平均気温 27⊃C 以上,高地 ( 600m)で は 隼降 水量 1,625mm で,
年平均気温約 13oC以上が出現範岡とされている｡極端な場 合を除けば地形条件はあまり限定
的でない ｡
赤色土壌 とはいえないが,Dudal& Moormann2) によって捉案されている 吹色 ポ ドノ､ル性
土壌は,赤黄色ポ ドゾル性土壌 と生成的に近縁である｡ただ後者 との差異を什ずる原囚となっ
ているのは,母材がつねに机～小粒の珪酸質推柄物であるという点であり,従 来の調査では,
分布範囲は主 として大陸部東南アジアの古い河成段丘上に限 られている｡
5. 赤 褐 色 _上
この土壌群の 分布は, 巨として 母材 と 気候条件によ り規定 されるO セイロンの DryZone
ではもっともドミナ ントな土壌 として広いll滝.i･を占めるが,この地域の主たる降雨期が11月～
3月の北東モ ンスー ン期であ り, 夏期高温の条件下で乾燥が起こる点 で,夏雨地帯よ りもさら
に乾燥的と考えられる｡ 申 央 ビルマ18),タイ, カンボジア,南ベ トナムなど南西モ ンスー ンの




色土* と相隣 りあった分石を示す｡ しか し年降水量が増え,あるいは乾期がより不明瞭になっ
て くると,赤褐色土の母君 となるのはより塩基性の ものに限 られて くるO
このようにみて くると,赤褐色土の分在は東南アジアよ りも,むしろ亜湿潤ない し宰乾燥気
候下の南アジアに広いことが予想 される｡ 車実イ ンドの デカン半日 内陸部に分布の広い Red
loamsや RedSandySoilsのかな りの部 'Jiはこの上壌群 と対比 されようC19)
lI 赤色土壌の生成についての考察
束南アジアにおける上記5種の赤色土壌の加 茂条件を総拾 してみると,'xtlFJ)さ条件 として,吃
~雨期の交替の明瞭な,年雨量の比較的少ない条件下で優 )即勺に出現するのは赤褐色土のみであ
り,他はいずれ も乾期が不明瞭であるか,あるいは乾期があって も年降水量のかな り多い条件
下で什戊される｡なかで もラ トソルはもっとも湿潤高温の条件下に生成 され,赤褐色ラテライ
ト性土壌や赤黄色ポ ドゾル性土壌は,温度条件のより広い範囲に適応 している｡

















































久鳴 :軒 昂アジアにおける赤色 卜嬢の類別.分有および隼成
られないと思われるものである｡*年代区分は新期は沖 積層,申期は洪積層上部, 古期は洪精
層申～下部の地層の堆積後の年代にほぼ相当するものとしてよいであろうO妓積性の暗赤色お
よび赤褐色ラ トソルの年代は明示しがたいが,その風化殻の深さやコンク リー ションなどの扶
成物から判断すれば,少な くとも中期よりも古いと思われる｡









(2) 土壌物質の粘土化作用 (アル ミノ珪酸塩化作用,シア リット化作用)



































酸 性 岩 塩基性岩
〔主要な組成鉱物〕 石 英 長 石 苦土鉄鉱物
∴了 ∴カオリ/ 脱誓酸



















分散性が低められると同時に,有機物の三二酸化物に対する和対的畳比 も低 くなるチエLV)に, 粘
土,三二酸化物とも洗脱をうけに くく,生成 される土壌は,溶脱作用,ポ トソ'ル化['棚jともに
微弱なラ トソル的形態をもつに至るであろうことが予想される｡ もっともこの場合にも,表情
の浅い部分でい くらかの層位分化が起 こることは考えうるが,頂丑.林を根きはらって耕地化L
たようなところでは,熱帯の激 しい降雨のために表層の侵蝕が起 こり, もともとの断 面 形態が
保存されていない場合 も少な くないと思われる｡
以上は湿潤熱帯気lz,)三下の土壌生成を論 じたのであるが,比較的乾燥の強い気候条1牛下での赤
褐色土の井:_戒に際しては,塩基性母材の上でも風化作用 (ラテライ ト化作JfJ)の進行はラ トソ
ルの場合ほど急激でない｡従って,加茂される粘土 自体がモ ンモ リロナイ トのような表面活性
の高 い ものを含んでいる｡25) また三二酸化物による被覆や間結の程度 も,ラ トソルにおけるほ
ど強 くはないOこれらのことが赤褐色土における溶脱作用を可能にしていると考えられる｡
赤褐色ニトは,現気候条件下ではいちおう安定な生成物と考えられるが,気候がより湿潤とな










東胡アジアにおいては,赤褐 色ラテライ ト性土壌は不安定地形上の未成熟土壌 として存在す























このようにみて くると,ソビエ ト式分類8) において,熱帯の赤黄色ポ ドゾル性土壌地帯をほ
とんど ｢常時湿潤な熱帯林下の赤黄色ラテライ ト性土壌｣に属せしめ, 1日司東南部やアメリカ
東南部の赤黄色ポ ドゾル性土壌地帯を ｢湿潤亜熱帯林の寅色土および赤色土｣として区別して
いる点に合理性を認めうる｡Gerasimov&Glazovskaya20)は,これら両者が土壌牡成的には









＼ 要 約 と 結 論
東南アジアでみられる赤色土壌の頗別 ･分布 ･生成条件などに関する該地域各国の文献 ･i'/i
料を整理 し,そこからえられた知識をもととして,各種土壌群の生成過程について考察を加 え
た｡ここで仮説的に定宜したのは次の諸点である｡
(1) 湿潤熱紺における土壌生成を特徴づけるのは, 風化oj速度と強度の大きさであり, 層
位分化過程は温帯におけるそれと本質的な差がな く,溶脱作用とポ ドゾル化作用が主たるもの
である｡
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